(別添様式１－１)

平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：園芸特産物対策費

	事業名:元気な園芸特産産地育成対策事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　農政部　農産園芸課　野菜・果樹特産担当　電話番号：058-272-1111（内2862）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11423@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,000千円（前年度予算額：4,000千円）

	事業内容


	１　事業の内容


試験研究機関や民間企業等において開発された新技術等をいち早く産地に導入し、迅速に普及させることで、園芸特産産地の強化と新たな産地の育成を図る。
朝市産地等を対象に遊休農地や高齢者・女性の能力等、地域資源を活用し、生産量の確保及び品揃えの拡大を図る。
ア　産地強化タイプ
試験研究機関等で開発された新技術等を産地において実際に導入するために必要な機械・施設等に対して助成する。
イ　産地育成タイプ
地域(市町村)において新たな品種・品目を導入し産地を形成する為に必要な機械・施設等に対して助成する。
ウ　朝市等産地活性化タイプ
朝市等直売所に出荷する産地を対象に園芸特産物の量と品揃えの拡大に必要な生産機械・施設や園芸特産物の加工・販売機械・施設等に対して助成する。
	２　所要経費


元気な園芸特産産地育成対策事業　3,000
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　　・１地域1産地づくりの取り組みを進め、新たな品目の産地化を推進する
　　・市場等のニーズや新たな技術を生産に反映させる仕組みづくりを行う
・朝市組織の強化・拡大を支援する
	２　これまでの取組状況


　①新技術の迅速な導入、②新品種や新品目の導入、③園芸特産物の量と品揃えの拡大に必要な生産機械・施設や、園芸特産物の加工・販売機械・施設等に対して助成した。
	３　これまでの取組に対する評価


・新技術を産地へ迅速に導入したことにより、産地生産力が強化された。

・新品種や新品目を導入したことにより、新産地が形成された。

・パイプハウス等の導入により、農産物の安定供給が確立し、朝市等の活性化や出荷農家の所得向上・経営安定が図られた。
・引き続き園芸特産産地の活性化を図るために支援していく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	4,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,000

	要求額
	3,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


